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１．流域治水の概要 ～近年の災害による被害～

平成27年9月関東・東北豪雨

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

③小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

平成28年8月台風10号 平成29年7月九州北部豪雨

④桂川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

7月豪雨

⑤小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

台風第21号

⑥神戸港六甲アイランドにおける浸水被害
（兵庫県神戸市）

北海道胆振東部地震

⑦土砂災害の状況
（北海道勇払郡厚真町）

平成28年熊本地震

②土砂災害の状況
（熊本県南阿蘇村）

⑩六角川における浸水被害状況
(佐賀県武雄市)

④

③

⑨

①

⑦

⑤⑥
②

東日本台風

⑧千曲川における浸水被害状況
(長野県長野市)

⑧

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
27
～
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年

令
和
２
年

７月豪雨

⑨球磨川における浸水被害状況
(熊本県人吉市)

⑩令
和
３
年
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１．流域治水の概要 ～雨の降り方の変化～

○ 時間雨量５０mmを超える短時間強雨の発生件数が増加。また、総雨量1,000mm以上の雨も
頻発する等、雨の降り方が集中化・激甚化している。
○ 気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念される。

出典：水害レポート
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１．流域治水の概要 ～気候変動を踏まえた計画の見直し～

治水計画を、「過去の降雨実績に基づく計画」から
「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」に見直し

これまで
洪水、内水氾濫、土砂災害、高潮・高波等を防御する計画は、
これまで、過去の降雨、潮位などに基づいて作成してきた。

しかし、
気候変動の影響による降雨量の増大、海面水位の上昇などを考慮すると
現在の計画の整備完了時点では、実質的な安全度が確保できないおそれ

今後は
気候変動による降雨量の増加※、潮位の上昇などを考慮したものに計画を見直し

※世界の平均気温の上昇を２度に抑えるシナリオ（パリ協定が目標としているもの）

気候変動の影響を考慮した
目標の見直し
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１．流域治水の概要 ～流域治水の施策～
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１．流域治水の概要 ～流域治水の基本的な考え方～

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等の事前防災
対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う、「流域治水」を推進し、総合
的かつ多層的な対策を行う。

堤防整備等の氾濫をできるだけ防ぐ
ための対策

・堤防整備、河道掘削や引堤
・ダムや遊水地等の整備
・雨水幹線や地下貯留施設の整備
・利水ダム等の洪水調整機能の強化

被害対象を減少させるための対策
・より災害リスクの低い地域への居住の誘導
・水災害リスクの高いエリアにおける建築物構造
の工夫

被害の軽減・早期復旧・復興のための
対策
・水災害リスク情報空白地帯の解消
・中高頻度の外力規模（例えば、１／１０,１／３０など）の
浸水想定、河川整備完了後などの場合の浸水ハ
ザード情報の提供

加えて

まず、対策の加速化

流域治水：流域全体で行う総合的かつ多層的な水災害対策
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２．流域治水の概要 ～グリーンインフラ～
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２．流域治水の概要 ～グリーンインフラ～
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２．流域治水の概要 ～グリーンインフラ～
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